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COVID19パンデミックの現状

・主要各国と日本との比較： Financial Timesデータより

日本の感染者数実数は米国より低くなったがまだ高い。死亡者数も下がってはいるが高止まり。
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COVID19パンデミックの現状
・日本の現状： 札幌医科大チャートと東洋経済データより作成

・第7波の新規感染者は、ようやく第6波を下回るレベルへ。実効再生産数は8月末からほぼ横ばい
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インバウンドの見通し
・コロナ禍前後の訪日外国人数： JNTO（日本政府観光局）データ

政府の入国規制緩和により訪日外国人は増えてはいるが、まだ一桁低い。10月11日以降に注目。
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インバウンドの見通し
・今後のインバウンド復活のカギはアジアの旅行客。

韓国・台湾は期待できそうだが、中国はゼロコロナ政策が続く限りムリ
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